
調
査
報
告

正
福
寺
裏
山
二
号
古
墳
測
量
調
査
の
報
告

南
に
於
け
る
前
方
後
方
墳
の
確
認

山

　

口

一
、
は
じ
め
に

去
る
五
年
前
の
昭
和
五
九
年
、
正
福
寺
裏
曲
古
墳
群
の

一
号
古
墳
の
墳
丘
灘
量
調

査
に
お
い
て
、　
一
号
宙
模
の
簑
形
が
今
ま
で
福
山
市
史
等
の
文
献
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
如
く
の
前
方
後
円
墳
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
尾
根
上
に
築
か
れ
た
円
墳
の
可
能
性

の
強
い
事
を

一
九
八
五
年

（昭
和
六

一
年
）
、
当
会
の
機
関
紙
で
あ
る
「
山
城
志

」

第
八
集
に
於
て
悔
摘
し
た
。

今
回
、
同
古
墳
群
の
二
号
古
墳

（山
城
志
第
八
集
に
於
て
合
の
坪
古
墳
と
し
て
新
た

に
命
名
す
る
こ
と
も
併
せ
て
提
案
し
た
）
の
墳
形
に
つ
い
て
も
各
種
の
文
献
よ
り
前

方
後
円
墳
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
又
難
篠
、
輔
輪
等
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
い

た
為
、
備
後
の
南
部
地
域
に
お
い
て
も
数
の
少
な
い
前
方
後
円
墳
と
し
て
の
墳
形
の

確
認
、
併
せ
て
正
福
寺
裏
山
古
墳
群
の
ま
と
め
と
し
て
当
二
号
古
墳

（合
の
坪
吉
墳
）

の
横
虚
測
量
蒻
査
を
実
施
し
、
当
初
の
壇
形
に
つ
い
て
以
下
の
結
果
を
確
認
し
得
た

の
で
こ
こ
に
報
告
す
る
。

二
、
位
置
及
び
環
境

本
古
墳
は
福
山
市
加
茂
町
字
下
旗
茂
の
正
福
寺
の
丁
度
背
後
に
あ
た
る
ほ
ぼ
東
に

伸
び
る
尾
根
上
に
存
在
す
る
。
当
書
猿
の
所
在
す
る
福
山
市
加
茂
町
は
芦
田
川
が
形

成
し
た
神
辺
平
野
の
北
縁
に
位
置
し
、
南
北
に
流
れ
る
加
茂
川
を
は
さ
ん
で
東
西
に

丘
陵
が
延
び
て
お
り
、
備
南
地
方
の
吉
墳
密
集
地
帯
の
中
心
的
な
位
置
に
あ
た
る
。

そ
の
西
側
の
丘
陵
よ
う
東
南
に
派
生
す
る
標
高
七
十
メ
ー
ト
ル
、
水
爾
と
の
比
高
約

二
十
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
上
に
本
古
墳
は
存
在
し
て
い
る
。
当
古
墳
の
存
在
す
る
尾
根

よ
り
八
十
メ
ー
ト
ル
西
上
方
に
は
先
年
当
会
古
墳
研
究
部
会
に
よ
り
墳
丘
測
量
調
査

を
実
施
し
た
正
福
寺
裏
山

一
号
宙
簑
が
存
在
し
、
当
書
横
と
併
せ
て
正
福
寺
裏
山
宙

墳
群
を
形
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に

一
号
古
墳
は
も
と
よ
り
、
二
号
古
墳
か
ら
の
眺
望

も
加
茂
平
野
が

一
望
の
も
と
に
見
渡
せ
る
好
所
に
あ
り
、
極
め
て
良
好
な
位
置
を
占

め
て
い
る
。

薦
理
に
は
当
古
墳
の
所
在
す
る
西
鍵
の
丘
陵
に
倉
露
池
を
は
さ
ん
で
北
方
に
終
末

期
吉
墳
の
猪
の
子

一
号
古
墳
、
さ
ら
に
内
山
古
墳
群
、
倉
田
古
墳
群
、
上
組
古
墳
群

が
存
在
し
、
西
南
方
向
に
は
下
加
茂
宙
壌
群
、
掛
進
北
古
壇
群
が
あ
り
、
さ
ら
に
菫

晶
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角
縁
神
獣
鏡
を
出
土
し
た
備
南
地
方
で
は
数
少
な
い
竪
穴
式
石
室
二
基
を
有
す
る
中

期
古
墳
の
掛
迫
六
号
古
墳
を
含
む
掛
迫
古
墳
群
か
ら
駅
家
の
法
成
寺
西
上
古
墳
群

へ

と
続
い
て
い
る
。

又
、
当
古
墳
か
ら
加
茂
川
を
は
さ
ん
だ
平
野
の
東
側
丘
陵
に
は
丁
度
当
古
墳
の
中
軸

線
の
延
長
線
上
に
列
石
を
も

っ
た
円
墳
で
、
中
国
製
の
斜
縁
二
神
三
獣
鏡
を
副
葬
し

て
い
た
前
期
古
墳
の
石
鎚

一
号
古
墳
が
存
在
し
、
さ
ら
に
そ
の
北
束
の
菱
原
池
に
突

き
出
た
尾
根
上
に
は
五
世
紀
前
半
よ
り
六
世
紀
後
半
頃
ま
で
営
ま
れ
た
吹
越
古
墳
群
、

さ
ら
に
神
辺
の
中
条
よ
り
加
茂
に
通
ず
る
道
路
の
あ
る
谷
を
は
さ
ん
で
北
方
に
は
中

野
古
墳
群
が
存
在
し
、
ま
さ
に
当
古
墳
の
周
辺
は
古
墳
の
密
集
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
調
査

の
結
果

０
　
墳
形
に
つ
い
て

墳
形
は
測
量
図

に
示
す
如
く
前
方
後
円
墳

の
後
円
部
が
方
形
を
呈

す
る
、
所
謂
前
方
後
方
墳

で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

墳
丘
規
模
は
全
長
二
十
九

メ
ー
ト
ル
、
後
方
部
長
十
七
メ
ー
ト
ル
、

後
方
部
幅
十
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
長
十

二
メ

ー
ト
ル
、
前
方
部
幅
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。

後
方
部

に
つ
い
て
は
、
墳
丘
が
細
長

い
尾
根
を
最
大
限

に
利
用
し
て

い
る
為
か
純
然
た
る
正
方
形
で
は
な
く
縦

に
細
長

い
長
方
形

の
形
を

呈
す
る
。

後
方
部

の
各
辺
は
円
墳
と
異
な
り
直
線

で
構
成
さ
れ
、
各

コ
ー
ナ
ー

は
九
十
度

の
角
度
を
も

っ
て
方
形
に
復
原
す
る
事
が
で
き
る
。

又
、
前
方
部

の
存
在
は
西
側

の
く
び
れ
部
が
土
砂

の
流
出

に
よ
り
崩

れ
判
然
と
し
な
い
が
東
側

の
く
び
れ
部
は
良
好

に
残
存
し
て
お
り
、

前
方
部
を
そ
れ
と
復
原
で
き
る
。
さ
ら
に
前
方
部
先
端
が
少
し
盛
り

上

っ
た
形
を
呈
し
て
い
る
。
又
、
後
方
部
と
前
方
部
と
の
比
高
は

渕
1 正福寺裏山古墳群

3 猪の子古墳
5 中野古墳群

7 掛迫六号墳

4 上組古墳群

6 石鎚一号古墳
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一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
後
方
部

に
比

べ
前
方
部
が
低

い
形
式

で
あ
る
事
が
判
る
。

つ
ま
り
墳
形
は
全
長

二
十
九

メ
ー
ト
ル
の
縦

に
細
長

い
後
方
部
を
有
し
、
後
方
部
よ

り
低

い
前
方
部
を
も

っ
て
構
成
さ
れ
る
前
方
後
方
墳

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ω

　
外

部

施
設

に
つ
い
て

外
部
施
設

に
つ
い
て
は
、
福
山
市
史
上
巻

の
「
正
福
寺
山
前
方
後
円
墳

」
の
項
に

「
表
面
は
葺
石

で
お
お
わ
れ
て
埴
輪
円
筒
片
が
散
在
し
て
い
る
ど
と
記
載
さ
れ
、
又

広
島
県
立
府
中
高
等
学
校
生
徒
会
地
歴
部

の
「
古
代
吉
備
品
治
国

の
古
墳

に
つ
い
て

」

で
は

「
合

の
坪
前
方
後
円
墳

」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
同
じ
く
葺
石
、
埴
輪
片
が
散
在

し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
踏
査
し
た
と
こ
ろ
現
状

に
於

て
は
葺
石
及
び
埴

輪
片
と
も

に
少
な
く
と
も
墳
丘
表
面

に
於

て
は
確
認
す
る
事
が
で
き
な
か

っ
た
。

“

　
内
部
主
体
に
つ
い
て

内
部
主
体

に
つ
い
て
は
、
広
島
県
立
府
中
高
等
学
校
生
徒
会
地
歴
部

の
「
古
代
吉

備
品
治
国
の
古
墳

に
つ
い
て
」

（
一
九
六
七
年
）

に
よ
る
と

「
主
体
部
は
後
円
部

の

頂
上
中
央

に
竪
穴
式
石
室
が

一
ケ
所
、
主
軸
を
古
墳

の
主
軸

に
平
行
し
て
埋
れ
て
い

る
ら
し
く
、
そ
の
部
分

の
地
面
が
幅

一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三

・
九

メ
ー
ト
ル
の

範
囲

に
わ
た

っ
て
や
や
く
ぼ
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
石
室

の
四
隅
が
内
側

に
た
る
ん

で
、
天
丼
石
が
そ
れ
だ
け
沈
下
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
置
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

後
方
部
頂
を
ボ
ー
リ
ン
グ

ス
テ

ッ
キ
に
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
石
材

の
使
用
の
可
能
性

は
な
く
、
本
棺
直
葬
あ
る
い
は
粘
土
椰
等

の
石
材
を
使
用
し
な
い
理
装
施
設
が
考
え

ら
れ
る
。

四
、
前
方
後
方
墳
に
つ
い
て

全
国
的

に
は
も
と
よ
り
備
南
地
方

に
於

て
も
数
少
な
い
前
方
後
方
墳

に
つ
い
て
、

「
前
方
後
方
墳

」
と
い
う
も
の
が
現
在

に
お
い
て
ど
の
様

に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
簡
単

に
述

べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

仁
　
形
態
に
つ
い
て

前
方
後
方
墳
と
い
う
も
の
は
文
字
通
り
前
方
後
方
形
で
あ
り
平
面
プ
ラ
ン
は
矩
形

あ
る
い
は
方
形
と
三
角
形
の
結
合
が
基
本
と
な
る
。
し
か
し
、
概
念
と
し
て
は
野
津

左
馬
之
助
は

「
前
方
後
円
墳

の
後
円
部
を
方
形

に
築

け
る

」
と
し
、
後
藤
守

一
、
大

塚
初
重
両
氏
は

「
方
墳

の
前

に
前
方
部
を
設
け
た

」
と
し
、
さ
ら
に
近
藤
義
郎
氏
は

「
方
墳

の
前
面
に
祭
壇
を
付
設
し
た
も

の
」
と
言
わ
れ
る
様

に
各
々
研
究
者

に
於

て

そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異

に
し
て
い
る
。

優
　
構
築
さ
れ
る
選
地
に
つ
い
て

大
別
し
て
山
頂
及
び
尾
根
上
に
構
築
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
と
生
活
面

に
近
い
台
地
上

に
構
築
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ

に
別
ら
れ
、
全
体
的

に
は
山
頂
及
び
尾
根
上
に
構
築
さ
れ

た
も
の
が
圧
倒
的

に
多

い
。

こ
の
事
は
前
方
後
方
墳

の
選
地
が
山
頂
他
界
観

の
強

い

影
響
下

に
構
築
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
特

に
弥
生
時
代

の
墓
制

の
伝
統
を
強
く
反
映

し
た
も

の
と
理
解

で
き
る
。
さ
ら
に
弥
生
時
代
墓
制

の
中

に
は
平
地

に
埋
葬
さ
れ
た

集
団
と
山
頂

に
埋
葬
さ
れ
た
集
団
が
あ
り
、
山
頂

に
埋
葬
さ
れ
た
集
団
が
こ
の
様
な
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図 1

前
方
後
方
墳
を
生
成
さ
せ
た
と
解
す
る
。
し
か
も
、
生
活
面
に
近
い
台
地
上
に
構
築

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
は
墳
丘
封
土
が
全
て
盛
土
で
あ
る
の
に
対
し
山
頂
に
構
築
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
は
殆
ん
ど
地
上
を
墳
丘
と
し
て
加
工
し
て
い
る
例
が
多
い
。
こ
の
事
は
弥

生
時
代
の
墓
制
の
大
半
が
地
山
面
に
堀
り
込
ま
れ
て
い
る
点
を
考
え
れ
ば
こ
れ
も
選

地
同
様
に
弥
生
時
代
墓
制
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

６
　
内
部
主
体
に
つ
い
て

埋
葬
施
設
に
関
し
て
は
粘
土
椰
が
左
例
的
に
多
く
竪
穴
式
石
室
は
吉
備
と
畿
内
に

集
中
し
、
横
穴
式
石
室
は
出
雲
に
非
常
に
多
い
。

前
述
の
如
く
前
方
後
方
墳
の
成
立
が
弥
生
時
代
墓
制
を
基
盤
と
し
て
存
在
し
て
い
る

の
に
対
し
、
古
い
時
期
の
前
方
後
円
墳
は
突
如
と
し
て
構
築
さ
れ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
そ
れ
は
前
方
後
方
墳
の
内
部
主
体
が
弥
生
時
代
の
墓
制
を
ひ
き
つ
ぐ
粘
土
椰

や
木
棺
直
葬
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
方
後
円
墳
は
前
方
後
方
墳
よ
り
は
る
か
に
長
大

な
粘
土
椰
や
竪
穴
式
石
室
が
構
築
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
又
、
前
方

後
円
墳
の
中
に
殆
ん
ど
粘
土
床
、
木
棺
直
葬
と
い
う
理
装
施
設
を
有
し
な
い
事
も
前

方
後
方
墳
が
弥
生
時
代
の
墓
制
の
踏
襲
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
原
因
を
推
論
す
れ
ば
第

一
に
吉
備
を
中
心
に
前
方
後
方
墳
が
大
形
高
塚
古
墳
と

し
て
構
築
さ
れ
、
そ
の
後
に
前
方
後
円
墳
が
畿
内
を
中
心
に
構
築
さ
れ
得
る
為
、
前

方
後
円
墳
の
埋
葬
施
設
に
大
形
化
の
傾
向
が
現
わ
れ
る
と
み
る
事
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
第
二
に
畿
内
を
中
心
に
発
展
す
る
前
方
後
円
墳
の
首
長
連
合
と
吉
備
を
中

心
と
し
て
前
方
後
方
墳
を
奥
津
城
と
す
る
首
長
連
合
の
対
立
す
る
時
期
と
解
し
、
や

が
で
前
方
後
円
墳
を
盟
主
と
す
る
畿
内
連
合
政
権
が
吉
備
を
圧
し
た
為
に
前
方
後
円

(茂 木雅博「 前方後方墳」 1984よ り転載 )
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墳
が
全
国
的

に
構
築
さ
れ
た
と
解
す
る
事
も
で
き
る
。

０
　
発
生
期
の
問
題

前
方
後
方
墳
が
弥
生
時
代

の
墓
制

の
踏
襲
と
し
て
山
頂
及
び
尾
根
上
に
構
築
さ
れ

た
と
解

い
た
が
、
そ
の
基
本
思
想

の
山
頂
他
界
観

に
つ
い
て
は
前
期
古
墳

に
あ
ら
わ

れ
る
の
で
は
な
く
、
吉
備

に
於

て
は
弥
生
時
代
墓
制

に
す
で
に
み
る
事
が
で
き
る
。

吉
備

に
於

て
も
最
も
古

い
時
期

の
高
塚
古
墳

で
あ
る
都
月

一
号
墳

（前
方
後
方
墳
）

は
同
じ
く
最
も
古

い
時
期

の
古
墳

で
あ
る
車
塚
古
墳

（前
方
後
方
墳
）

に
対
し
在
地

性

の
強

い
墓
制

の
中

に
成
立
し
、
そ
の
内
容

に
か
な
り
の
差
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ

は
埴
輪

の
存
在
で
あ
る
。
都
月

一
号
墳

に
は
在
地
性

の
非
常

に
強

い
特
殊
円
筒
埴
輪

が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
車
塚

に
は
そ
れ
が
存
在
し
て
い
な
い
。

に
も
拘
ら
ず

土
師
器
が
少
量
検
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
両
者

の
差
異
は
時
間
的

な
も

の
な
の
か
、

あ
る
い
は
被
葬
者

の
性
格

に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
他

に
原
因
を
求
め
ね
ば
な
ら

な
い
の
か
は
明
確

に
し
難

い
が
、
こ
の
特
殊
円
筒
埴
輪

の
存
在
は
都
月

一
号
墳
が
吉

備

の
強

い
在
地
性

の
中
か
ら
前
方
後
方
墳
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か

し
、
都
月

一
号
墳
及
び
車
塚
を
構
築
し
た
政
権

の
首
長
は
両
古
墳

の
二
代

で
終
り
を

つ
げ
、
所
謂
造
山
、
作
山
古
墳
を
生
み
出
し
た
首
長
は
大
和
政
権
下

に
入

っ
た
体
制

内
豪
族

に
す
ぎ
ず
吉
備
独
自

の
古
墳
文
化
を
発
展
し
得
た
の
で
は
な
か

っ
た
。
や
が

で
都
月

一
号
墳
、
車
塚
古
墳
を
最
後

に
そ
の
地
を
は
な
れ
、
美
作
に
中
心
を
移
し
変

形
し
た
状
態

で
そ
の
後
前
方
後
方
墳
を
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

吉
備
を
中
心
に
前
方
後
方
墳
が
構
築
さ
れ
た
時
期
は
前
方
後
円
墳

の
構
築
と
相
前

後
し
て
い
る
。
前
方
後
方
墳

と
前
方
後
円
墳

と
の
両
者

の
間

に
は
か
な
り
の
差
が
明

確

で
あ
る
。
そ
の
較
差
が
吉
備
を
中
心
と
し
て
大
和
政
権

に
対
抗
し
た
と
み
ら
れ
る

節
も
あ
る
し
、
あ
る
い
は
又
、
前
方
後
円
墳
を
奥
津
城
と
す
る
大
和
政
権

に
先
行
し

て
こ
の
種

の
古
墳
を
中
心
と
す
る
政
治
連
合
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

都
月

一
号
墳
、
車
塚
古
墳
と
何
ら
か
の
政
治
関
係
を
結
ん
だ
で
あ
ろ
う
前
方
後
方
墳

が
各
地

に
つ
く
ら
れ
、
前
方
後
円
墳

の
そ
れ
と
か
な
り
較
差
を
有
し
て
い
た
事
、
さ

ら
に
出
雲
、
関
東

に
後
期

に
な
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
は
前
方
後
円
墳

の
そ
れ
と
何

ら
相
違
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
車
塚
古
墳
構
築
時
ま
で
に
各
地

に
つ
く
ら
れ
た

大
形
古
墳
は
数

の
上
で
は
前
方
後
円
墳
と
大
差
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
そ
れ
以

後
圧
倒
的

に
前
方
後
円
墳
が
多
く
な
る
事
も
事
実

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
大
和
政
権

の
勢
力
伸
張
と
み
る
事

は
も
は
や

一
般
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

五
、
ま

と

め

正
福
寺
裏
山
二
号
古
墳
は
全
長

二
十
九

メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
方
墳
と
い
う
特
異
な

形
を
呈
す
る
古
墳

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

現
在
、
広
島
県
内

で
確
認
さ
れ
て
い
る
前
方
後
方
墳
は
、
湯
釜
古
墳

（広
島
市
）
、

上
矢

口
古
墳

（広
島
市
）
、
善
法
寺
九
号
古
墳

（
二
次
市
）
、
千
ガ
寺

一
号
古
墳

（庄
原
市
）

で
、
前
方
後
方
墳

の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
宇
那
木

二

号
古
墳

（広
島
市
）
、
蔵
王
原
古
墳

（福
山
市
）

で
あ
り
、
備
南
地
方
で
確
認
さ
れ

た
前
方
後
方
墳
と
し
て
は
当
古
墳
が
最
初

で
あ
る
。

古
墳

の
密
集
地
帯

で
あ
る
当
地
域

に
前
方
後
方
墳
が
存
在
し
た
と
い
う
事
は
当
地

域

の
古
墳
時
代
を
考
え
る
上

に
於

て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。

-51-



し
か
し
、
全
国
的

に
も
数
が
少

な
く
、
又
全
容

の
明
ら
か
に
な
っ
た
例
も
少

な
く
今

後

の
研
究

の
成
果

に
期
待

せ
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

又
、
当
古
墳

の
主
軸
の
延
長
線
上
に
前
期
古
墳

の
石
鎚

一
号
古
墳
が
存
在
す
る
が
、

こ
の
古
墳
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

六
、
お
わ

り

に

正
福
寺
裏
山
二
号
古
墳
を
測
量
調
査
す
る
に
あ
た
り
広
島
県
立
葦
陽
高
等
学
校
郷

土
史
研
究
部
員
、
広
島
県
立
府
中
高
等
学
校
地
歴
部
員
、
福
山
市
立
城
東
中
学
校
生

徒
、
当
会
会
員

の
方
々
の
多
大
な
協
力
を
得
た
の
で
こ
こ
に
記
し
て
感
謝

の
意
を
表

し
た
い
。

最
後

に
本
来

な
ら
ば
こ
の
様

な
重
要
な
成
果
を
も

っ
と
早
く
報
告
せ
ね
ば
な
ら
な

か

っ
た
の
で
あ
る
が
種
々
の
事
由

に
よ
り
遅
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
す
る
次
第
で
あ
る
。
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第Ⅲ図 正福寺裏山 2号古墳測量図

(単位はメートル・スヶ―ル 200分の 1)
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